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議   事   録 

会 議 の 名 称 令和５年度 第２回 深谷市国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時 
令和６年１月３１日（水） 

午後１時３０分 開会・午後２時３５分 閉会 

開 催 場 所 深谷市役所 ３階大会議室Ａ・Ｂ 

議 長 氏 名 須藤 邦男 

委 員 氏 名 名簿のとおり 

事務局出席者氏名 名簿のとおり 

会
議
事
項 

１． 諮問 

 

２．審議事項 

  第３期深谷市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）及び第４ 

期深谷市国民健康保険特定健康診査等実施計画（案）の策定について 

議事の経過 

（議事の要旨） 
別紙のとおり 

会 

議 

資 

料 

１ 審議事項 

第３期深谷市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）及び第４ 

期深谷市国民健康保険特定健康診査等実施計画（案） 

そ
の
他
の
事
項 

 

議 事 録 の 確 定 

確 定 年 月 日 署 名 

 

   令和６年３月２１日 

 

 

議  長 須藤 邦男 

 

署名委員 清水 巖 

 

署名委員 佐々木 優至 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

別紙（議事の経過） 

発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

事務局 

(中島課長補佐) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(中島課長補佐) 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(中島課長補佐) 

 

 

 

 

吉場市民生活部長 

 

 

 

１ 開会 

 

 皆さま、こんにちは。 

 本日は、公私ともにご多用のところ、ご出席いただきまして誠にあ

りがとうございます。 

 ただいまから、令和５年度第２回深谷市国民健康保険運営協議会を

開会いたします。 

 私は、司会を務めさせていただきます、保険年金課課長補佐の中島

と申します。 

 よろしくお願い申し上げます。 

 会議につきましては、深谷市国民健康保険運営協議会会議運営規程 

第２条第１項の規定に基づき、公開となっております。 

 また、会議録の作成のため、録音をいたしますので、あらかじめ、

ご了承のほどお願い申し上げます。 

本日、ご出席の委員の数は、１７名ですので、定数の２１名の過半

数を超えておりますことから、深谷市国民健康保険に関する規則第４

条第３項に規定する会議を開く要件を満たしておりますことをご報告

申し上げます。  

また、本日の会議に、事務局として第３期深谷市国民健康保険保健

事業実施計画（データヘルス計画）及び第４期深谷市国民健康保険 

特定健康診査等実施計画の作成支援業者であります、株式会社ＪＭＤ

Ｃから３名が出席をしておりますことをご報告申し上げます。 

 

２ 諮問 

 

それでは、次第に沿って進めさせていただきます。 

まず、保険者である深谷市長から運営協議会に対しまして、諮問を

させていただきます。委員の皆様には、お手元に諮問書の写しを配布

させていただいておりますので、ご覧いただきたいと存じます。 

なお、本日、市長は他の公務のため、出席することができませんの

で、市民生活部長の吉場から、諮問させていただきます。 

 

―市民生活部長、別添諮問書を読み上げる― 

 

続きまして、ご審議いただく前に、市民生活部長からあいさつを申

し上げます。 

 

 

３ 市長のあいさつ 

 

本来であれば、市長がごあいさつ申し上げるところでございます

が、他の公務のため、市長からあいさつを預かってまいりましたの

で、代読させていただきます。 

本日、委員の皆様方におかれましては、公私ともにご多用のとこ
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(中島課長補佐) 

 

 

須藤会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろ、令和５年度第２回深谷市国民健康保険運営協議会にご出席いただ

き、誠にありがとうございます。 

また、平素から、委員の皆様には国民健康保険事業の運営をはじ

め、市政の全般にわたり、ご理解とご協力をいただき、深く感謝申し

上げます。 

さて、国民健康保険制度は、誰もが必要な時に必要な医療を少ない

負担で受けられる国民皆保険制度の基盤をなすもので、地域医療の確

保と市民の健康維持増進に大変重要な役割を担っております。 

しかしながら、加入者の後期高齢者医療制度への移行等による被保

険者の減少などにより保険税収入が減少する一方で、被保険者の高齢

化等により一人当たり医療費が増加傾向にあり、国保財政の悪化が懸

念されております。市民の皆様にとって最後の砦となるこの制度を存

続させるためにも、安定的な財政運営を行うことが必要でございま

す。 

本市といたしましては、平成２０年度に「特定健康診査等実施計

画」を、平成２８年度に「保健事業実施計画」を策定し、その評価、

見直しを行いながら保健事業を進め、被保険者の生活習慣病の発症や 

重症化を予防し、被保険者の健康増進と医療費の適正化を図ってまい

りました。 

このたび、「第２期保健事業実施計画」と「第３期特定健康診査等

実施計画」の計画期間が令和５年度をもって終了することから、次期

計画を策定し、引き続き効率的かつ効果的な保健事業を実施し、 

被保険者の皆様の健康の保持増進を図ってまいりたいと存じますの

で、委員の皆様には、次期計画案につきまして十分にご審議いただき

ますよう、重ねてお願い申し上げます。 

結びにあたり、委員皆様のご健勝とご多幸を心から祈念申し上げま

して、あいさつといたします。 

 

続きまして、会長からごあいさつを申し上げます。 

 

４ 会長あいさつ 

 

本日は、深谷市国民健康保険運営協議会の会議を開催いたしました

ところ、皆様には、公私とも、お忙しいところご出席いただきまし

て、誠にありがとうございます。 

会議の開催にあたり、一言、あいさつを申し上げます。 

さる７月２５日に 第１回の協議会を開催し、令和６年度の国民健

康保険税の税率等の改正につきましてご審議いただいたところでござ

いますが、本日は、さきほど市長から諮問がされました、「第３期保

健事業実施計画」及び「第４期特定健康診査等実施計画」につきまし

てご審議をお願いすることになります。 

令和６年度から令和１１年度までを計画期間とする効果的かつ効率

的な保健事業の実施を図るための保健事業の実施計画となりますの

で、委員の皆様には、慎重なご審議と円滑な進行にご協力を賜ります

ようお願い申し上げ、あいさつとさせていただきます。よろしくお願
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

事務局 

(中島課長補佐) 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

 

 

 

 

事務局 

（吉岡課長） 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

佐々木委員 

 

 

事務局 

（吉岡課長） 

 

 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

緒方委員 

 

 

 

 

 

 

 

いいたします。 

 

これよりは、会長に議長として会議の進行をお願いしたいと存じま

す。よろしくお願いいたします。 

 

それでは、議長を務めさせていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 

５ 会議録署名委員の指名 

 

まず、会議録署名委員の指名をいたします。清水 巌委員と佐々木 

優至委員の２人を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

 

続きまして、審議事項の「第３期深谷市国民健康保険保健事業実施

計画（データヘルス計画）及び第４期深谷市国民健康保険特定健康診

査等実施計画の策定について」ですが、事務局から説明を行ってくだ

さい。 

 

６ 審議事項 

 

―審議事項について説明がなされた。― 

 

 

ただいま説明させました審議事項について、ご質問やご意見等は、

ありますか。 

 

評価指標のところで、アール４、アール６とありますが、どういう

ことですか。 

 

アールの４、６というのは、本来ですと、令和４年度、令和６年

度、というふうに記載をさせていただきたいところなのですが、紙面

の関係上、このように省略をして記載させていただいております。ご

了承いただきたいと思います。 

 

ほかにご質問ありますか。 

 

 

４４ページの特定健康診査の実施方法のところの実施項目ですが、

今までは心電図検査、貧血の検査は入っておりませんでした。おそら

く医師が指摘した場合だけやっていたと思うのですが、今回からは心

電図検査を全員に実施することとなったのでしょうか。 

それと、貧血の検査を入れる予定はないでしょうか。健康診査を受

けている方で、明らかにちょっと貧血ありそうだなということで、検

査したら、５g/dlしかなかったという例もありますので、貧血の検査

を入れていただけると助かります。社保の場合は、貧血の検査が検査



5 

 

発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

 

事務局 

（吉岡課長） 

 

 

 

 

 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

清水英昭委員 

 

 

 

事務局 

（吉岡課長） 

 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

清水英昭委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目に入っているのかわかりませんが、市の場合は貧血の検査が入っ

ていないので、ぜひやっていただける方向で検討いただければと思い

ます。以上です。 

 

現在、心電図検査は全員に実施しております。また、貧血の検査で

すが、国の基準で、詳細な健診項目ということで、先生方が見て、こ

れはといったときに検査していただく健診項目になっております。全

員に対して検査するということになりますと、費用的もかかってまい

ります。ただ、皆様の健康ということを考えますとそういったことも

必要かと思いますので、今後実施をしていく中で様々な状況等を見な

がら検討していくこととなると考えております。 

 

ほかにご質問ありますか。 

 

 

心電図についてですが、本当に希望者全員やれる体制が取れるので

すか。1人あたりの時間が準備など含めますと、結構時間かかるかと思

いますので、特定健診の中で実施することは大丈夫なのでしょうか。 

 

現在心電図検査につきまして、深谷市は全員の皆様にやっていただ

いているという実績がございます。そのため、今のところやれるとい

うことで、大丈夫です。 

 

ほかにご質問ありますか。 

 

 

何件かあるのですが、まず、今の国保であると、どうしても６０歳

６５歳の年齢が増えてきてしまうので、対策として、健保の方との関

係をどのようにしていくのか。普通に勤めて、会社で健康診断をし

て、６０歳で定年になり、国保に入ったら、健康診断を継続的に行か

なくなるといった方が増えてくると思うのですが、そういった方への

働きかけをしているのかというのが一点です。 

それと、市内の小さい会社とかそういった事業所で、社保に加入し

ていない方たちに対してはどのように健診を受けてくれるようＰＲし

ているのか。今までのやり方でいいのかどうかそこら辺をお伺いした

いです。 

次に、２５ページの、特定健康診査の表の上のグラフなのですが、

平成２３、２４これ以上はかなり受診率低かったのですが、これが最

近なんとか４０％近くまで上がってきたというのは何の効果があった

のだろうかというのとどういうふうに評価されているのかお伺いした

いと思っています。 

また、その下のところで、４０代５０代の受診率をいかに上げるか

というふうに記載がありますが、４０代５０代の具体的にどういう人

を対象に、受診率を上げていったらいいのか、どうすればいいのか。

実施について教えていただきたい。 
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（吉岡課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それ以外にも今年から新たに目標で加えていただいた５８ページの

地域包括ケア及び高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に関する

取り組みですが、深谷市以外でも、今の包括ケアをかなり進められて

いる自治体もあると思うのですが、具体的にどこで何をするといった

ことが見えてないため、未知数の状況じゃないかなというふうに思っ

ています。この取り組みをどういうイメージで取り組まれるのかこれ

を教えていただきたい。アウトカム指標が現状、要介護認定率２８．

２％となっており、それ以上に要介護になる人を減らしていこうとい

うことだと思うのですが、この取り組みが本当にそこに繋がるのかど

うかというところで、アウトカム指標として適切かどうかもちょっと

ご検討をお願いしたいと思っております。 

 

まず一点目の健保組合や事業所にお勤めいただいている方達に対し

て、健診の働きかけを行っているかというところですが、申し訳ござ

いませんが、深谷市国保としては、特別に事業所等に働きかけを行っ

ているということはございません。 

しかし、この運営協議会にも被用者保険の委員の皆様等に入ってい

ただいておりますので、情報共有等を図りながらと考えております。 

また、小さな事業所で国保に入っている方がいらっしゃるような事

業所についてですが、こちらも特別に事業所に対して、個別で訪問し

たり、検診の案内などといった働きかけは行っておりませんが、深谷

市の広報やホームページなどで、まずは健診を受けましょうというこ

とを、各種がん検診等も含めまして、周知をしております。 

また、国保に加入される際には必ずお届けに市役所にきていただい

て加入するということになっておりますので、その場で、特定健康診

査のスケジュールですとか、ご予約の方法といったところも含めて、

加入するときのご案内として、丁寧にお話をさせていただいていると

ころです。 

また、例えばティッシュやウェットティッシュなどのいろいろな啓

発品等を、各公民館や、市の窓口等で配布をさせていただいて、受診

率の向上についても進めさせていただいているところでございます。 

今後は、特定健診を受けていただいた際に、例えばインセンティブ

というわけではないのですが、何かプレゼントをお渡しするなど、そ

ういったことも他の自治体の国保で行っているようですので、そうい

ったことも考えながら、受診率向上についての対策を考えておりま

す。 

 また、特定健康診査について４０代５０代若い世代では、特定健康

診査を受けない方が多くなっております。こちらの受診率を上げてい

くというのが、私どもでも最大の課題だというふうには考えておりま

す。特に４０代の方、特にこれから４０代になる方について、「特定

健康診査というものがあります」と、ご自身の健康状態に気づく一つ

のきっかけにしていただきたいということで、これからは、そういっ

た方たちをターゲットに勧奨のお手紙を事前に４０歳になる前の３９

歳のかたに出すといった新しい取り組みも考えております。また今

後、保健センターと連携しながら、健康づくりの周知啓発をさせてい
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

野口委員 

 

 

事務局 

（吉岡課長） 

 

 

 

 

ただきたいと思っております。本日、委員の皆様もいらっしゃってい

ただいておりますので、それぞれの関係団体の皆様とも連携をしなが

ら、周知啓発を図っていければいいなと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

また、介護の一体化の関係ですが、今年度は後期高齢者医療の関係

で、長寿福祉課と連携して一体化事業を埼玉県の後期高齢者医療広域

連合の委託事業として開始をしております。まずは、後期の方が先行

となっていますが、保健師が、例えば健康状態のわからない方、レセ

プト情報のない方に対して、後期高齢者医療の情報から、個別に対象

者の方をピックアップし、それを包括支援センターの方に訪問してい

ただいて状況を確認していくというような事業を現在実施しておりま

す。国保につきましても、今後、後期高齢者医療が始めたような事業

を、国保からの情報を取り上げ、そこから７５歳に行く前に、健康状

態の不明者の方、またはフレイル予防ということで口腔状態のレセプ

ト等を見ながら、長寿福祉課と連携をして進めていくといった事業を

考えているのですが、まだ具体的に今の段階では定まっていないとこ

ろがございます。他の市町村も、今、後期高齢者の方を始めたばかり

でございまして、国保の方もちょうど今取り組み始めたといったとこ

ろがございますので、これから皆様方のご意見を伺いながら、どうい

った取り組みが効率的で効果的なのか手探りで進めていくかたちにな

るかと思いますがご協力をよろしくお願いいたします。 

もう一つ、アウトカム指標の２８．２％なのですが、国保といたし

ますと、今現在の介護の認定率１７％程度にはなっているのですが、

そちらは７４歳まででそのような状況になっております。ただし、こ

の数字ですが、本市総合計画および長寿福祉課の高齢者福祉計画にお

いて深谷市として、この２８．２％としており、令和４年度の数値を

維持することで進めていくということを総合計画の中で掲げておりま

す。保険年金課といたしましても、今後長寿福祉課、また保健センタ

ーと後期高齢者医療担当と総合的一体的に連携を図りながら、この事

業を進めていくということがございますので、長寿福祉課と同じ総合

計画の数値の方をまず大きな長期的な目標として掲げさせていただい

たところでございます。以上であります。 

 

ほかにご質問ありますか。 

 

 

現在の疾病ですが、入院では統合失調症が男女ともに第１位になっ

ています。これらに対するケアは全く何の政策もないのでしょうか。 

 

はい、確かに統合失調症が一番、医療費はかかっていることについ

てわかっているところなのですが、国保といたしまして特段今そこに

ついて重点的にという内容が国の方から示されておりません。まず、

その次に来ているがんや糖尿病、高血圧、こういった生活習慣病につ

いて健診をして、ご自身の生活を改善していただいて、そこから医療

費を減らしていこうといったところがございます。 
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口委員 

 

事務局 

（吉岡課長） 

 

 

 

 

野口委員 

 

 

 

 

 

事務局 

（吉岡課長） 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

緒方委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（吉岡課長） 

統合失調症につきましては、疾病になりますので、こちらから働き

かけをして、それが治癒されるといったこともどうなのかといった点

もございますので、なかなか統合失調症に対しての活動というのは難

しいところはございます。ただし、たくさんのお薬を処方されるとい

ったことがございますので、ジェネリック医薬品について普及をした

り、多剤重複といったところについて、医療費を下げていくといった

適正化を図る活動はできるのかなというふうに考えております。 

 

予防策みたいなものもないわけですか。 

 

今のところ、データヘルス計画というのが保健事業ということにな

りますので、疾病予防ではあるのですが、生活習慣とかそういったと

ころに、早く気づいて、早く予防するというところがまずメインの計

画になってまいります。統合失調症については保険者として予防する

というのは、承知していないところです。 

 

非常に今、現状として、働き盛りの若い労働者がこの病にかかって

退職を余儀なくされるといった状況が散見されます。散見されるとい

うか、確実に増加しています。ですから、手遅れになる前にちょっと

この辺の政策もやはり取り入れた方がよろしいのではないかなという

ふうに考えております。ぜひよろしくお願いします。 

 

統合失調症については、なかなか対策というのは難しいかもしれな

いですが、例えばうつ病ですとかそういった精神疾患、心の病につき

ましては、市の方におきましても、保健センターが中心になりまし

て、ホームページで事前に自分自身でチェックをするものですとか、

うつ病から自殺といったところに進まないよう、そういったことを予

防する政策の方は市の方で行っておりますので、関係各部署とも連携

しながら国保としても、できるところが何かないかということで探し

ていければと考えております。 

 

ほかにご質問ありますか。 

 

 

先ほど検査項目のことをお尋ねしましたが、貧血の検査を追加する

にあたって、やはり費用の問題とかもあるというお話でした。確か特

定健診の自己負担は今、５００円だとすると、公費負担は相当な額に

なるのだろうと思うのですが、例えば今後、計画のとおり健診受診率

をどんどん増やそうという目標を掲げ、実際として、ものすごく健診

受診者が増えたとしたら、公費負担は、今どの程度を市の方で負担し

ているのかよくわからないですが、予算的に大丈夫かと心配になりま

す。そのあたりのところを教えていただければと思います。 

 

特定健診の費用ですが、ご自身の負担が５００円ということで、現

在行っておりますが、一回の健診の一人あたりの費用はおよそ１万円
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

 

 

 

 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

 

 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

議  長 

（須藤会長） 

 

 

 

から１万２，０００円等程度かかっております。この費用について、

市の方では医療機関の方に国保連合会を通して、お支払いするのです

が、この費用のうち３分の２につきまして、国、県から補助金がでま

す。ですので、市の持ち出しとしては３分の１を負担するということ

になるのですが、特定健診等を実施することで疾病等の早期予防に繋

がりますので、長い目線で見ると、医療費といったところが低下して

くるというのがございます。市としてなかなか難しいところではござ

いますが、確かに受診率を上げていって、貧血等も考えてやっていく

というようになりますと、予算はかかりますが、長期的な目線として

投資をするというのは市としても必要かと思います。ただ、貧血検査

を全員に実施するとなると、まただいぶ費用がかかりますので、今後

状況を見ながら予算の確保等も含めて、検討していく課題になるかと

思います。以上でございます。 

 

他にご意見はないでしょうか。 

 

 

質問がないようですので、質問を終結いたします。 

 

 

それでは、皆さまにおはかりいたします。 

審議事項の第３期深谷市国民健康保険保健事業実施計画（データヘ

ルス計画）及び第４期深谷市国民健康保険特定健康診査等実施計画の

策定については、事務局の提案のとおり策定することにご異議ござい

ませんでしょうか。 

  

― 異議なし― 

  

 ご異議がございませんので、本件については、事務局の提案のとお

り策定することと決しました。 

 

それでは、本日皆さまからいただきました意見等を参考にしまして 

市長に対して答申を行っていきたいと思います。答申書につきまして

は、私と、事務局で作成したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

― 異議なし― 

 

ありがとうございます。それでは答申書を作成し市長に答申を行い

ます。 

 

以上で本日の議事を終了とさせていただきます。議長の任を解かせ

ていただきます。ご協力ありがとうございました。 
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

  

事務局 

(中島課長補佐) 

 

 

 

加藤会長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(中島課長補佐) 

７ その他 

 

― 事務連絡― 

 

それでは、最後に、閉会にあたりまして、加藤会長代理から閉会の

お言葉をお願いいたします。 

 

８ 閉会 

 

 本日、皆様には、保健事業実施計画と特定健康診査等 実施計画の

案につきまして、ご審議を賜り、感謝申し上げます。 

皆様のご協力により、本日の会議を無事終了することができまし

た。 

今後も委員の皆様におかれましては、それぞれの立場から 国保事

業に対するご理解、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げまして、

本日の会議を終了とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

以上で、本日の会議は、終了いたします。 

 ご協力ありがとうございました。 

   


